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近年の医療においては､ ケアの受け手が必要
な情報を得て､ 医療者と共に治療やケアを決定
するshared decision making (山口, 種田,
下平ら, 2013) が重要視されている｡ 対象者と
共に決定する過程では､ 対象者と対等な関係で､
権限を分かち合って関わるパートナーシップの








Strategies used by Nurses in Communicating with
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本研究は､ 統合失調症をもつ人との交渉において､ 方向性が定まった後､ 交渉成立に向けて看護師が用いた方略を明ら
かにすることを目的とした質的記述的研究である｡




以上の結果より､ 統合失調症をもつ人への交渉は､ 認知機能と自我機能の脆弱さに配慮した上で､ 理屈や感情を駆使し
ながら体験を活用して動機づけ､ 説明の技術を用いて自己決定を促し､ 合意形成に導くものであり､ エンパワメントを促
進するものであることが示唆された｡
	
This is a qualitative descriptive research for elucidating strategies used by nurses for settling
negotiations with patients with schizophrenia once the course of action has been determined.
Semi-structured interviews of 29 cases were conducted with 15 nurses, through which we found that the
strategies of“orienting,"“skillful push-pull," and“guiding self-decision toward an agreement" were used.
By repeating the combination of“orienting" and“skillful push-pull," nurses motivated the patients and
ultimately “ guided self-decision toward an agreement" for settling negotiations. This method of
communication, using these three strategies, was termed as "skilled incitement" for settling negotiations.
The results indicated that during negotiations, the nurse must take into consideration the impaired
cognitive function and ego of the patient with schizophrenia. Additionally, the nurse must motivate the
patient, relying on logic, affect, and experiences, to inspire self-decision through skilled explanations for
establishing consensus-building, which in turn, promotes empowerment.
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が属性に含まれることが明らかにされている
(Bidmead & Cowlye, 2005；Hook, 2006)｡
交渉は､ 経済の分野で発達し､ 教育や文化､
医療の分野においても活用されるようになり
(小林, 1989；篠原, 井上, 黄ら, 2010；山田,
朝野, 物部, 2010；徳永, 2011)､ 相手との対
等な関係の中で､ 互いの利益をもたらすための
交渉術などが広く紹介されている (Fisher &
Ury, 1991/1998, 渋谷, 2003；プレジデント編
集部, 2006；伊奈, 2012a；久保田, 2012)｡ 医
療においては､ 主に､ 医療メディエーションを
含んだ看護管理における交渉のノウハウが紹介




れている (Glaser & Strauss, 1965/1988；橋本,
杉本, 2007)｡ 患者に対する看護師の交渉とし
ては､ 入院中の子どもに対する看護師の交渉を



































































































45.5歳 (34歳～58歳) であった｡ 看護師 (保健
師を含む) 経験年数は平均18.9年 (８年～36年)
であり､ そのうち精神科看護の経験年数は平均




































































的に説明する｡ なお､ [ ] は行動群､ ＜ ＞は







































































































































ケア管理者Ｇは､ ｢(利用者は) 『私はできる』 っ
て言う｡ … (自尊心を) くすぐって｡ 『自分で
管理していくために､ マンツーマンで援助して









































































も逃げるから､ 手紙にしたり｡ … (デイケアに)
戻って来られるように環境を整えて､ 『みんな


































































































































































































































































自我を強化する必要がある (野嶋, 岸田, 中野
















































のがなかったと考察した｡ ここでは､ 続く ｢期





れは､ 齋藤 (2013) が示した交渉の ｢期待値調








(2013) が示した交渉の ｢駆け引き｣ に相当す








考えて交渉していた｡ 一方､ [対峙する] 行動
群には､ 信頼関係が築けていなくても､ 危機的
な時は､ 包み隠さず本音で意見するという行動






略は､ 齋藤 (2013) が示した交渉の ｢合意形成｣
















































畦地博子, 野嶋佐由美 (2010). 精神科看護師
の説明の技術. 高知女子大学看護学会誌,
35(2), 1-9.
Bidmead, C. & Cowley, S. (2005). A concept
analysis of partnership with clients.
Journal of Community Practice, 78(6), 203-
238.










藤代知美, 野嶋佐由美 (2014). 交渉の概念分
析と精神科看護への活用の検討. 高知女子大
学看護学会誌, 40(1), 13-23.








橋本ゆかり, 杉本陽子 (2007). 静脈麻酔下で
髄腔内注入を受ける小児がんの子どもの認知
の変化. 三重看護学誌, 9, 31-40.
昼田源四朗 (1989). 分裂病者の行動特性 (初
版), 215-239. 東京：金剛出版.
Hook, M.L. (2006). Partnering with patients；
a concept ready for action. Journal of
Advanced Nursing, 56(2), 133-43.
伊奈久喜 (2012a). 外交プロに学ぶ修羅場の交
渉術 (初版), 12-30. 東京：新潮社.
伊奈久喜 (2012b). 外交プロに学ぶ修羅場の交
渉術 (初版), 121-132. 東京：新潮社.









“霞が関流" ８つの方法 (初版), 15-40. 東
京：アスコム
Miller, W. R. & Rollnick, S. (2002) ／松島義博,
後藤恵 (2007). 動機づけ面接法；基礎・実
践編 (初版), 43-56. 東京都：星和書店.
中西淑美 (2009). 医療コンフリクト・マネジ
メント導入における看護管理者のための基礎
知識, 看護展望, 34(7), 42-46.















変える, 病院を変える (初版), 8-19. 東京
都：経営書院.
渋谷昌三 (2003). 面白いほどうまくいく心理
戦術 (第１版), 54-127. 東京：東洋経済新
報社.
篠原啓方, 井上充幸, 黄蘊, ほか (2010). 文
化交渉による変容の諸相 (初版), . 吹
田市：関西大学文化交渉学教育研究拠点.
Sullivan, H. S. (1956a) ／中井久夫, 山口直彦,
松川周悟 (1983). 精神医学の臨床研究 (第
１版), 13-21, 東京都：みすず書房.
Sullivan, H. S. (1956b) ／中井久夫, 山口直彦,




行動の基盤について (初版), 19-20. 東京都：
慶應義塾大学出版会.
浦野起央, 信夫隆司 (1986). 交渉理論の検討.
政経研究, 23(1), 141-176.









山口創生, 種田綾乃, 下平美智子, ほか (2013).
精神障害者支援における Shared decision
makingの実施に向けた課題；歴史的背景と理
論的根拠. 精神障害者とリハビリテーション,
17(2), 62-72.
― 90 ―
